











































デュボイスは黒人兵士の状況を調査するべく全米有色人向上協会（National Association for 



















































































この間、ロンドンでは西アフリカ学生同盟（West African Students’ Union, 以下、WASUと
略記）のようなアフリカ人組織が影響力を広げ、またのちに第５回パン・アフリカ会議開催の主
体となるパン・アフリカ連盟（Pan-African Federation, 以下、PAFと略記）につながる組織も




































で出すべきだ」と批判した。しかしその後ほどなく CIO のヘンリー・L・ムーン（Henry L. 
Moon）から、パドモアらロンドン・グループの決定に関して詳しい経緯を知る。すなわち、２






















































































カ ラ ー ラ イ ン
膚の色の境界線の問題である」という有名な言葉を含む決議文を書いた。しかし、通常この会
議はいわゆるパン・アフリカ会議の中には数えられず、デュボイス自身も重要視していないことから、ここ
では扱わない。Philip S. Foner, ed.,W. E. B. Du Bois speaks : Speeches and Addresses, vol.1 (New York: Path-
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